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静岡県安倍郡大日峠東方の地質

兼商 f青之*

I、緒宮

部品査地蟻は悌岡県安倍郡玉川村北部Eび井川村南部を含み、仙俣川の支流、

黒川を中心1:'l-、 勘行峰の北方約 2.5 Km~三角点<l 51 3. 4m ) 、 二王山 、

口仙俣E び口坂本の西方約 2 1m~地点 の 4 点を 4 辺形の 4 院 と する地域である。

この地獄に l珂するね文には「安倍 川ll.1:f大井川 上 洗に於ける地下氏湖開発前

査 報告白J (1952年、 iEFEi PA〉があるのみ。この報文による と、 書1~地校

内は上落合凶方 。 玉 川 、 井 川 村 境 主 、 奥仙俣をt占ぶ線によって 2舟され、 東側

を上落合的群. 西側を口坂本知群と L‘ 岩相上より訓告を市戸川県尼群、後者

を三古来 h'J詐に対比している@

E 、地 形

この町ti丘の山阪はすべて 10 0 0 1九以上回高峰よりなり、その中心をなすも

の叫羽~る笹山 ~ll 績である。山稜附近にはか。て<v ìß 平原のなごりがみられ、 山

fiH付近は割合に傾斜が緩〈、笹山山桜 ( 特 に 井 川 降、 大 田 陣 、 励 行 峰 附 近 〉 は

高原状'J.:{J L、 F引'Jfj峰筒東 f，j500恥 Eび大目悼の南西 I!;l1m白地点には山嶺

上に問地が toるe

f!i査 Jlilt"内の河川は一般にこ方向の流れを持つ。 j也k'l<v走向方向りものと走

、 向にほぼ直角 の 方 向 の も の と で あ る。砂岩・頁岩の互胸中を走向方向に流れる

川は頁岩部をI寝〈掘り下げて疏れ、砂岩部は突出している。主走向方向にほぼ

直角に続れると陪段状に且事な砲を掛ける。

E 、地質

j)j 査地慎内の地層 は 、 一見単斜僻 ~1 の如〈であるが 、 所々に逆転が見られ、

主高角度の走向方向の断層が多い。 これらの地図には塩基性火成岩が貫入 Lて

いるが、 このJt入岩体は主 主Lて全開断胞に岩駅 1:l-て質入 Lたも りZUf地層

屈に平行に錯 床状に賀入 Lたものである。火成岩体にも断周が発達 Lている。

開査地成を偶成する地府町史向は 一般に N10"-3 0 'Eで 、 砂岩層及び石灰

岩府は局部的に N40・'-60'E を示すとともあるが、疲 Lてこの附近に於叶る

西附日本中央構造線。方向と、糸魚川 ー静岡線の方向 kの中間町僚をも q てい

る k官える。主稀 に EW に近いこ kもある。傾斜は高角度で 50'-9 0・W で.
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平均 Lて 700 W が多い。大きい間期の向制背斜と同時に瓦治初 、石灰岩胞に

おいては小周期Q)fRJ斜背斜が同部的 にお述 Lている。

岩相上より 出査地紋内を三介する。すなわち下部より勘 fi 峰 E31守、~:!仙俣節税、

口仙俣 胞 群とする。三けとも砂 岩・頁岩互例主であるが、砂岩・聞の外 | 
観及 び 成 分 には明り孟 5な差具がI!i!められる。

1 勘行峰11"群

こ町 周 群 は比較的岩相変化に乏しく 、 主と Lて砂岩周・頁岩P71び砂岩・頁

岩互問より成り、非石灰筑で、 HI 側の口仙供応~ とは 同iI，'つ で接する。一見単斜

構造の釦くであるが、 待斜抱曲を Lており ‘ 定向'1)日Jの防}了tが訓告書く 、 タト帯

構造。特紋が良〈現われている。

砂岩はハンマ ーで打っと 、 はね返されるほど限〈 、 Et出而は E主ft伝Q)~1 色をど

呈 すること が あ り 、 石 災 の 分 泌 脈 が腐EIにほぼ直角に克っている。耳治は滋訟

粘 絞岩質で緑色をfiFびるもりもb り 、 答 品 に く た け な い 。 箆 分 法 質 り 部 分 も あ

る。 周 辺 国 に沿 。て務くは げる e

走向は NIOO-SO・E を示すが西部は N400-700E京都は NIO"'-200E

が 多い。西北又は西に 400-700の傾斜をしているが、 逆転 Lて い る 地 問 で は

20。前後を示すこともある。

2 良仙俣胞群

こ白，'1訴は 王 とLて砂治・頁岩 玄問 、 千枚岩見粘板岩周より成り西部ではJiil

者 、 !1!郁では後者が倍勢。砂岩の m厚は 3- 15mのものが多〈、頁岩は 2-

2 0 cm。 又 千枚岩質粘板岩胞には砂岩の府jjs泊が合まれることがある。

砂 岩 は 中 粒品 、しや 与細 粒で 級密M便。民 ft函は灰白色~拐色‘ 新鮮な部分は

県灰色で、 石英阪を含むものは少なL、粘板岩町鼓片を含むものもあり、破片は

砂岩胞の 上 部 、 録。部分に事〈 、 席状 、 νγズ状を なす。 頁岩は黒灰色、 砂質。

千枚岩質粘板岩には小限阪や悶れ自が~ <、石英脈が良〈発達 L.金を含むも

のは主主金山で軍事行された。

走向は一 般に N1 (: 0....... 3 ooE.局部的に N600E前後を示すこともあり、 WN

W-NWに 600-90・で落ちているが、 砂 岩 の 厚 い 部 分 で は 400 位を 示 すこと

もある。東落ちの地胞もあるが等斜初出によるもりではない。

3 口仙俣層群

このm群は主 主 Lて砂岩間 ・頁岩厨・ 千枚岩質結額岩m・石灰岩間・珪岩庖
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凝灰器!:l・挺灰ni;jI岩沼及び益ZE性火 成岩のm緑岩"!:.1:お必・閃摂紫 ・斑品、岩

と 火砕政岩等 より 成 り、 三 m 群中では最も-!t~. ~H ~化に?吉み 、 n占行郎防群 、 E4 仙

俣~:;!非 主 は断れで接する。

砂紫のう ち瓦;i;7!:互庖す る ものは烈色、 中粒~紛粒で制在地域内では最も汚

い感じがする。浮い胞をな すもりは黒灰色、1日程ははっきりしない。民 IJjiJnは

母化鉄白赤校色を是 す。頁柴田分布は広 〈、 蛇紋*1に 沿 っ て 分 布 す る も の は 変

質を受け、:fliU分が会〈、革法色を尽す。ー比凝灰岩に似ているが使い。他は瓦l

己'CIiiJ fi昨日群のものに比 Lて間合も る く、 mれ目も なだ ら か で な 〈県 〈光る。

石 灰岩に接する 郁分のものは賞飲岱の依粒を古む。右灰岩は陪灰色で方併石町

分皆、肢がt生前に走 り、 tl!鏡 Lても化石はみつからない。千枚岩質粘板岩は!i!1UI 

侠陪群りもの とは 色が多少 灰 色を 皐 すこ と及び石英脈が ないことにより区別で

きる程l主で他。性質は主義 ない。五;舗は仙俣川沿いに詑u:する もり は談 緑色品 、

し淡黄白色で方fJ1f右阪を多少分 le.l-、日Jllilは間合切らか。 ハンマ ーで容易に砕

け る。蛇紋岩田東側 に分布 するも のは淡背設色 でE沿い。In!R)白は 淡緑色 、i車L主

kヨfまでもろく、外 t:-iIt J-...ね治と大差ないが . ハン マー で打つ !:，;~ い;音が Lて問

状 に倒 れる。t';)灰質 砂岩 は淡 lkr~ 色 ~ 民主L1 色、中粒で硬い。

;t:向は N[ 00
_ 50 oEで 路沿 ffのl宅入している地峡や右灰 殺はこれ以上 の偵

を示 すこともある。 お もは 40・-900NWで 逆 転 Lている地約 もあ 匂。

N、 対 n

r~石を毘 L ないので岩相上 よ り 、 甜IJ ff峰 陥 砕 を 三 倉 呆 陪 群f品島周監字、 奥仙俣

庖群を瀬戸 川果陪群市 ノ顕li1群、口 仙 俣民訴を同じく涜沢i::?iJf.に対比する。

v， m 造

1Ii斜鰐泊 を示 す地域は一般に北西側が 上部である。 又等斜招曲をl-t~ 部分 も

背 斜柏面、向斜制而はほ主んど垂直に近いか支は西に傾〈。千枚岩質粘叡岩間、

頁岩陪、石灰岩府には小周期の初曲が限察さ れ る。

餌 査地球内には多くのl町防が，6王室 Lてい るが、 地}自の定内 に斜交 す る断mに

比較 Lて 定 内 方向昭郎防が圧倒的に多〈 、 頁岩回及び千枚岩質粘飯岩;屑において

は数メ ート ル~ 敬 十 メ ー ドル置 き に 小断層 がみ られ る。これ らの断胞 の変位 は

1冊 以 下。 破砕械 も狭 <S-20cm。 口仙俣周群白砂岩 .l'{岩互間及びこれを

貫〈輝総指に は正断 FiH'多 い。 政砕有?は 20cm...... 2 m 。 タト常には 一般 に逆断層

が発遣 す るが、口仙俣周群においては不明破 。 これ は 貫入治体に よ る と思 われ
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ーマ一時

る。 7E向方向田 !日 10むうち犬部分は、 その傾斜 角が地~1 0 (，J{ g~ fij に (~ L-い (舟

uti 1罰的) fJ、、 それよりは高角度。 1由民間の傾斜角より低角度の逆断胞は千枚岩

質粘叡岩却 に みられる。

似j行峰 脳砕‘ 央仙俣m~~ 、 口 仙俣限群町三地境はすべて l明胞で按するが、 断

胞に沿。て巾10-30圃世間じようく優〉乱帯がみられる。 勘行峰f.ïl 群と口 il~ 俣 ~i 詐 主

を境ずる l珂尉 は 20万分の 1f!ji岡県の地質問における笹山仰造線に当仇 じよう乱

干ifの Ihは 20m内外で、 こ白骨rrK!1白約 50-100m]!(には埠誌性火成措がほ

ほ平行に立入 Lている。

1L 結 給

1. 本的笠地 1曹は一段外手iif;'~造の特性を示 す。

2. * àr~ 在地I誌には三 ü;;:民間群(1.\ 1.古[i群、 及び瀬戸川iJ21m群 ffjノ凱灼群、 i官

沢斤1群が分布する。

3 三:t'tJ!¥ A'HfはltHT峰北 方司大崩れよ り更に北まで分布する。

4 こり附近の洞戸川泉服訴は二回にわたる地般車:勘を受けている。

最後に終始御指導下 さ った竹内定反・政励賞1彦附 DH主1査にw.<御礼申wニげる。
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